
子どもの自己評価

低い自己評価

対人緊張

「よい子」的 回避的 病者的 自己愛的

「ダメな自分を見透かさ
れないよう振る舞う」
●封印された攻撃行動
●愛されるだけの存在

「ダメな自分を人前にさ
らしたくない」
●３つの回避

１ 対人回避
２ 責任回避
３ 競合回避

●指示待ち

「ダメな自分は身体の
不調のせいにする」
●体調不良
●易疲労性
●「キレル」「むかつく」
の身体的表現

「周りは自分よりもっと
ダメな人間ばかり」
●他罰的
●責任転嫁
●負けず嫌い

対 等 な 対 人 関 係 確 立 の 困 難



低い自己評価
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●封印された攻撃行動
●愛されるだけの存在

回避的

「ダメな自分は身体の
不調のせいにする」
●体調不良・易疲労性
●もっとケアをして

自己愛的

「周りは自分よりもっと
ダメな人間ばかり」
●他罰的・責任転嫁
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「ダメな自分を人前にさ
らしたくない」
●対人責任競合回避
●指示待ち

疾病逃避的
適切な
自己評価
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友人関係における態度
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親の養育態度と子供の反応

過保護

完全主義
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社会レベルにおける対人緊張

睡眠相遅延型

摂食障害

パーソナリティ障害
境界性
反社会性 など

社交不安障害

強迫性障害

パニック障害

うつ病

昼夜逆転

ダイエット
過食・嘔吐・下剤乱用

自傷自殺・暴力

対人緊張

過剰な確認・手洗い

パニック発作

無気力

診断レベル 症候レベル

社会的退却

不登校
ひきこもり
少数派帰属

など

社交不安障害

社会恐怖
対人恐怖
赤面恐怖
醜形恐怖
自己臭恐怖
など

対人緊張

社会レベル



社交不安障害のプロトタイプ

幼少時の行動抑制
childhood inhibition

親密な仲間関係の回避

社交不安障害
（SAD)

大うつ病
性障害

永田利彦（2015）精神経誌117（4）283－290
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対人緊張と自己評価

睡眠相遅延

摂食障害

パーソナリティ障害
境界性
反社会性 など

社交不安障害

強迫性障害

パニック障害

うつ病

昼夜逆転

ダイエット
過食・嘔吐

自傷自殺・暴力

対人緊張

過剰な確認・手洗い

パニック発作

無気力

「よい子」的

回避的

疾病逃避的

自己愛的

など

診断レベル 症候レベル 反応レベル

社交不安障害

社会恐怖
対人恐怖
赤面恐怖
醜形恐怖
自己臭恐怖
など

対人緊張

社会レベル

低い自己評価・自信喪失

社会的退却

不登校
ひきこもり
少数派帰属

など



社会的退却の家族状況
第一の悪循環

親の不安を解消

【本人】 社会的退却 したいだけで

解ってくれない

【家族】 焦り，不安 叱咤激励

甘えてはいけない 性急な登校刺激

ハムレット的自問“小遣いをやるべきかやめるべきか？”
子供がどんな風に感じているのか分からない
親の経験から子供の気持ちを決めてかかる
子供の示す悪感情に感受性が低い

“片手で子供の背中を押し，反対の手は子供の手首を握る”

近藤直司を改変

（不登校，ひきこもり，など）



社会的退却の家族状況
第二の悪循環

【本人】 お前のせい（他罰）

原始的な二者関係・親子の境界曖昧

【家族】 私のせい （自罰）

自己愛的な対象関係が優位
暴力・恫喝・巻き込み型の強迫行為
万能的・魔術的な解決を要求

自責的罪悪感が強い
“殴られても召使い扱いされても手を離さずにいる”

近藤直司を改変



社会的退却の家族状況
第三の悪循環

【本人】 傷つきやすさ

問題に向かいたくない

あたらずさわらずの共謀関係

【家族】 放っておいてやるのが一番良い

自分が子供を傷つけてしまう

誰にも援助を求めない
本人の体験“分かりすぎてしまう”

近藤直司を改変



社会的退却の家族状況
第四の悪循環

【本人】 社会的退却 体調不良を続ける限り

親は休むことを受容する

【家族】 子どもに登校願望がある 病気が治れば

体調不良が原因 登校できる

親も子どもも登校困難が体調不良のためと考え
子どもの心の問題から親子ともに目をそらす

子どもはやがて体調不良を親を操作する手段にする
登校したがっている子どもという親の期待が

子どもの登校困難を持続させていることに気付かない



社会的退却の家族状況
第五の悪循環

親の悩む様子をみると

【本人】 社会的退却 期待に応えられていない

ダメな自分を許せない

【家族】 困惑，落ち込み 理解も納得もできない

理解しなければ いつまで待てばいいのか

子どもに対する親の信頼感が失われ抑うつ反応に
これまで「よい子」で何ら問題がなかったのに

子どもの本当の気持ちを理解していないというジレンマ
理解できない親の自分にも問題があるのでは


